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※この欄は、ご家族の承諾を得られた方を掲載していま
す。　掲載については、毎月20日ごろ電話でご連絡します。

（３月21日から４月20日）（敬称略）

斎 藤 　 清
村 岡 マ サ
松 井 ハ ン
飯 塚 昭 一
栗 原 吾 市
舘 野 輝 子
染 谷 ま さ 子
針 谷 武 夫
岡 　 ノ ブ
能 地 邦 紀
時 田 サ ツ
池 田 善 次 郎

（５５歳・新　里　宿）
（９３歳・茂 呂 東 坪）
（８５歳・宿　下　東）
（７７歳・和 泉 第 三）
（７８歳・三　ツ　谷）
（７５歳・古　橋　北）
（６１歳・畳 岡 本 明）
（８０歳・御　　　門）
（８２歳・新里北中妻）
（７５歳・和 泉 第 二）
（８８歳・下津原新田下）
（７７歳・新里北中妻）

情報公開制度・個人情報保護制度
の実施状況
　町は、開かれた町政の推進に向け、町が保有する情報を公

開する「情報公開制度」と、町民のプライバシーを保護する

ための「個人情報保護制度」を実施しています。

　町情報公開条例と町個人情報保護条例は、これらの実施状

況を公表することとしています。そこで、平成２０年度の実

施状況をお知らせします。

■問合せ先　総務課庶務担当　℡（５５）７７５１

引き取り手数料
　（引き取りの際、栃木県収入証紙で支払い）

■生後９１日以上の犬・猫１頭（匹）

……………………………………３，０００円

■生後９１日未満の犬・猫１頭（匹）

……………………………………… ６００円

■訪問による引き取り　犬・猫　１頭（匹）

　特別な理由などにより、犬や猫を自ら持ち込

　むことができないと県が認めた場合

……………………………………５，０００円

引き取りを頼む前に
　（引き取りを頼むのは最後の手段です）
●新しい飼い主を探しましょう
●小さな命を奪わないために不妊や去勢の手術
　を受けましょう（最寄りの動物病院にご相談く
　ださい）
●自分の犬や猫が周囲の人の迷惑にならないよ
　う、しつけや飼育環境を整えましょう

引き取り日時・場所など詳しくは、事前にお問

い合わせください。

■問合せ先

　栃木県動物愛護指導センター

　　℡０２８（６８４）５４５８

　私たちにとって最も身近な動物として飼われ

ている犬や猫。多くの人が、家族の一員として

大切に飼っていると思います。

　しかし、下のグラフからも分かるように、県

内では毎年たくさんの犬や猫が引き取られてい

ます。新しい飼い主に引き取られるのはほんの

一部で、多くの命は悲しい最期をとげています。

　去勢や不妊手術などを行い、不幸な犬や猫を

増やさないようにしましょう。

犬や猫などの愛護動物を捨てた人は、
５０万円以下の罰金が科せられます。

県内の犬・猫の引き取り総数の推移

※宇都宮市を除く

飼い犬または飼い猫の引き取りが
６月１日から有料になります。

犬や猫の飼い主の方へ

情報公開
◎ 開示請求 0件

個人情報
◎ 開示・訂正・削除および中止の請求 1件
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　「
自
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
見
る
人
に
も

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
の
が
写
真
の
魅

力
」
と
話
す
島
田
富
雄
さ
ん
。
第
３

回
い
わ
ふ
ね
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
（
主
催

：

町
観
光

協
会
）
で
、最
も
優
れ
た
作
品
に
贈
ら
れ
る
「
推
薦
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
受
賞
作
品
「
春
う
ら
ら
」（
裏
表
紙
に
掲
載
）
は
、

昨
年
の
春
、
帰
宅
途
中
に
偶
然
出
会
っ
た
光
景
。
岩

舟
の
春
を
凝
縮
し
た
か
の
よ
う
な
構
図
に
、
思
わ
ず

車
を
止
め
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
と
い
い
ま
す
。
日

ご
ろ
か
ら
愛
用
の
カ
メ
ラ
を
持
ち
歩
い
て
い
る
と
い

う
島
田
さ
ん
。「
フ
ィ
ル
ム
は
残
り
２
枚
だ
っ
た
が

う
ま
く
撮
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
趣
味
と
し
て
写
真
撮
影
を
始
め
て
お
よ
そ
50
年
。

「
当
時
の
カ
メ
ラ
は
、
月
給
の
お
よ
そ
５
カ
月
分
と
高

価
な
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
今
と
な
っ
て
は
当
時
の

写
真
は
何
物
に
も
変
え
ら
れ
な
い
宝
物
」
と
振
り
返
り

ま
す
。

　
島
田
さ
ん
が
撮
る
写
真
は
、
９
割
以
上
が
町
内
の
撮

影
ポ
イ
ン
ト
。
休
日
に
は
カ
メ
ラ
を
片
手
に
野
山
を
歩

き
、気
に
入
っ
た
風
景
な
ど
を
フ
ィ
ル
ム
に
収
め
ま
す
。

「
四
季
折
々
の
変
化
を
見
せ
る
豊
か
な
自
然
や
文
化
遺

産
、
ま
た
そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
な
ど
、
岩
舟
町
に
は

素
晴
ら
し
い
素
材
が
豊
富
に
あ
る
」
と
話
し
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
も
岩
舟
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
で
、
国
民
文

化
祭
や
し
も
つ
け
写
真
大
賞
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
賞

を
受
賞
し
て
き
ま
し
た
。

　「
仕
事
の
合
間
に
独
学
で
楽
し
ん
で
き
た
カ
メ
ラ
。

こ
れ
か
ら
は
、
同
じ
趣
味
を
持
つ
人
た
ち
と
の
交
流
を

大
切
に
し
、
よ
り
高
い
撮
影
技
術
を
習
得
し
た
い
」
と

今
後
の
抱
負
を
話
し
ま
す
。

　「
カ
メ
ラ
は
自
分
の
目
線
だ
け
で
な
く
頭
上
や
足
元

か
ら
撮
影
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
表
情
が
生
ま
れ
る
。

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
通
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
岩
舟
の
魅
力
を

再
発
見
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
島
田
さ
ん
。
ふ
る
さ

と
岩
舟
を
探
る
旅
は
、
こ
れ
か
ら
も
つ
づ
き
ま
す
。

ファインダーを通し、
　岩舟の魅力を再発見したい

●第３回いわふねフォトコンテストで推薦を受賞●

島田 富雄さん（西根北）



広報いわふね
〈住　所〉
〒329-4392
栃木県下都賀郡岩舟町大字静5132番地2 
TEL
FAX

〈発　行〉岩舟町
〈編　集〉岩舟町役場企画課企画調整担当

人　口……18,737人（内外国人…127人）　前月比＋15人
　　　　　　　男……9,524人 　女……9,213人
　　　　　　　出生………12人 　死亡………15人
世帯数……6,310世帯

人口と世帯数（4月20日現在）

0282（55）7753（企画課）
0282（55）4910

　科実歩ちゃん（2歳）賢太郎くん（4歳）

み　ほ
けん た ろう

ジャンプするのが大好き！ケガしないでネ

大島獅温くん（2歳）
し おん

最近のお気に入
りポーズ

　第３回いわふねフォトコンテスト（主催：町観

光協会）の審査会が３月２４日に行われました。

　町内外から７８点（３４人）の応募があり、厳

正な審査の結果、推薦１点・特選２点などが選ば

れました。

特 選 鯉沼 孝雄さん（藤岡町）
「朝の起動」準特選

時田宣久さん（下津原新田下）
井上キヨ子さん（下津原新田下）
渡辺　実さん（小山市）
竹熊　孝さん（栃木市）
茅原正男さん（大平町）
富永　明さん（宇都宮市）
森尻　稔さん（馬宿西）
戸田勝利さん（鶴巻）
新井恵子さん（鶴巻）
新井克幸さん（鶴巻）

いわふね
フォトコンテスト
　　　　　入賞作品

いわふね
フォトコンテスト
　　　　　入賞作品

いわふね
フォトコンテスト
　　　　　入賞作品

いわふね
フォトコンテスト
　　　　　入賞作品

第3回第3回

特 選 手島 常雄さん（佐野市）
「夕照と田植」

推 薦 島田 富雄さん（西根北）
「春うらら」


